
近藤信夫新代表幹事による職員協議会「ながら会」最初の
一年が終わります。新幹事として夏季と冬季の総会の企
画や運営など、不慣れな状況で皆で力を合わせて行って
まいりました。職員協議会としての法人側との交渉など
は多くの会員の皆さまのご意見を集約して行ってきたつ
もりです。全ての方のご意見を反映させることはできま
せんでしたが、なるべく多くの方々のお考えを反映でき
たと考えております。「ながら会」の活動にとても重要な
皆さまのご意見は、最寄りの幹事までご遠慮なくお知ら

せください。また、2017年度に休会となっ
ている同好会がいくつかあります。会員の退職等で活動
が困難になっていることがその理由の一つと考えられま
すが、同好会が活動しやすい環境の整備や新同好会の立
ち上げ基準など、「ながら会」規約の見直しが必要な時期
なのかも知れません。皆さまのご支援とご協力を必要と
しております。

2018年4月吉日
編集委員　柏俣正典

ながら会新入会員
氏　　　名 所　　　属

武　田　啓　志 PDI 岐阜歯科診療所
山　崎　祐　貴 PDI 岐阜歯科診療所
外　山　実千留 RI 研究施設
西　田　理　恵 衛生士専門学校
長　屋　梨　紗 衛生士専門学校
松　久　晴　香 衛生士専門学校
近　澤　沙　耶 衛生士専門学校
矢　吹　明　子 看護学科
榊　原　千佐子 看護学科
菅　原　隆　成 看護学科
出　口　一　樹 看護学科
齋　藤　良　子 看護学科
豊　田　久　亀 教職課程センター
足　立　　　淳 教職課程センター
山　下　廉太郎 教職課程センター
城　垣　千　寛 矯正
駒　形　香菜子 矯正
岩　佐　直　樹 健康スポーツ科学科
梶　山　俊　仁 健康スポーツ科学科
庄　司　直　人 健康スポーツ科学科
土　田　　　洋 健康スポーツ科学科
菅　嶋　康　浩 健康スポーツ科学科
尹　　　熙　喆 健康スポーツ科学科
塚　中　敦　子 健康スポーツ科学科
簗　瀬　　　歩 健康スポーツ科学科
髙　橋　篤　史 健康スポーツ科学科
安　達　詩　穂 健康スポーツ科学科
角　田　和　代 健康スポーツ科学科
本　田　亜紀子 健康スポーツ科学科
禿　　　隆　一 健康スポーツ科学科
加　藤　　　尊 健康スポーツ科学科
竹　島　伸　生 健康スポーツ科学科
澤　田　正　子 口腔生化学

氏　　　名 所　　　属

設　楽　彰　子 歯科薬理
岩　崎　理　浩 社会口腔保健
友　藤　孝　明 社会口腔保険額
河　江　岩　男 就職支援課
玉　置　恵美子 障害者歯科
近　藤　裕　子 小児歯科
鈴　木　あゆみ 小児歯科
高　橋　夏　海 総務課
小　川　伸　也 総務課
渡　邉　実　久 総務課
洞　田　厚　男 入試広報課
川　上　健　一 入試広報課
平　野　明　美 入試広報課
川　口　　　信 入試広報課
眞榮田　義　功 入試広報課
吉　田　あゆみ 医科歯科医療センター
山　本　晴　男 物理
坂　元　弘　一 法学部
林　　　隆　也 法学部
出　雲　　　孝 法学部
亀　田　　　研 法学部
梶　谷　康　久 法学部
堺　　　ちなみ 保存科
足　立　ことの 補綴１
古　田　淑　美 補綴3
田　中　　　修 朝日大学病院
宮　崎　涼　子 朝日大学病院
森　島　千　春 朝日大学病院
水　口　由　香 朝日大学病院
内　田　麻詠子 朝日大学病院
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冬
季
総
会
・
懇
親
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時
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２
０
１
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月
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木
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岐
阜
グ
ラ
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ド
ホ
テ
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加
人
数
：
３
９
９
名

※2018年3月現在のながら会会員費徴収者のうち、
　2017年4月～2018年3月31日採用者についてです。
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夏
季
総
会
・
懇
親
会

日　
　

時
：
２
０
１
７
年
７
月
21
日（
金
）

場　
　

所
：
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

参
加
人
数
：
３
３
９
名
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は
ゲ
レ
ン
デ
に
併
設
さ
れ
て
い

る
温
泉
に
ゆ
っ
く
り
と
浸
か

り
、
冷
え
た
体
を
温
め
日
頃
の

疲
れ
を
癒
す
こ
と
も
出
来
ま
し

た
。
毎
年
恒
例
の
こ
と
で
す

が
、
ス
キ
ー
後
の
温
泉
は
最
高

で
す
！
体
の
芯
か
ら
本
当
に
温

ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
帰
り
は

ビ
ー
ル
を
片
手
に
ゆ
っ
く
り
と

バ
ス
で
帰
宅
す
る
…
と
て
も
幸

せ
で
す
！
今
年
も
大
満
足
の
内

容
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
ツ

ア
ー
に
お
き
ま
し
て
も
大
き
な

事
故
な
く
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
、
皆
様
に
満
足
い

た
だ
け
る
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
企

画
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご

参
加
を
会
員
一
同
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

ス
キ
ー
同
好
会
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

合
同
ツ
ア
ー

　

平
成
30
年
3
月
3
日
〜
3
月

4
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
毎

年
恒
例
の
ス
キ
ー
同
好
会
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会
の
合
同
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
同
ツ
ア
ー
の
会
場

は
、
奥
飛
騨
の
「
ほ
う
の
き
平

ス
キ
ー
場
」
で
、
今
年
も
穂
積

キ
ャ
ン
パ
ス
・
附
属
病
院
、
村

上
記
念
病
院
の
各
部
署
か
ら
会

員
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

例
年
よ
り
も
少
し
遅
め
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

昨
年
末
か
ら
の
大
寒
波
の
影
響

で
雪
に
恵
ま
れ
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
を
思
う
存
分
、
堪

能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

所
々
、
ア
イ
ス
バ
ー
ン
の
斜
面

が
あ
り
ま
し
た
が
、
ゲ
レ
ン
デ

に
は
新
雪
が
積
り
、
最
高
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
2
月

に
開
催
さ
れ
た
平
昌
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ア
ル
ペ
ン
選
手
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
シ
ュ
プ
ー
ル

を
描
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
は
春
先
に
も

関
わ
ら
ず
少
し
肌
寒
か
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
ス
キ
ー
後

ス
キ
ー
同
好
会

【 
連
絡
先 

】

住す
み

友と
も

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
会
長
）

（
歯
学
部
・
口
腔
外
科
学
分
野
）

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

【 

連
絡
先 

】

後ご 

藤と
う 

洋よ
う 

一い
ち

（
会
長
）

（
朝
日
大
学
病
院
・

  

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

ス
キ
ー
同
好
会
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

り
口
か
ら
奥
社
ま
で
の
道
の
り

約
40
分
間
を
参
拝
へ
と
歩
い

た
。途
中
は
杉
並
木
に
囲
ま
れ
、

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。
連
休
と

あ
っ
て
多
く
の
人
た
ち
が
行
列

の
よ
う
に
し
て
奥
社
に
向
か
っ

て
い
た
。
二
泊
目
の
宿
が
あ
る

小
諸
市
へ
と
向
か
い
、
今
回
二

つ
目
の
城
で
あ
る
上
田
城
に
立

ち
寄
っ
た
。
宿
か
ら
歩
い
て
1

分
の
と
こ
ろ
に
は
小
諸
城
址
懐

古
園
が
あ
っ
た
。
三
つ
目
の
城

跡
で
一
部
の
会
員
が
か
な
り
興

奮
気
味
で
あ
っ
た
。
最
終
日
は

美
ヶ
原
か
ら
諏
訪
大
社
を
巡
っ

て
帰
路
に
つ
い
た
。
活
動
に
興

味
の
あ
る
方
々
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

夏
季
キ
ャ
ン
プ

（
長
野
・
戸
隠
を
訪
ね
て
）

　

2
0
1
7
年
7
月
15
日
か
ら

17
日
、
2
泊
3
日
の
旅
程
で
恒

例
の
夏
季
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ

た
。
2
0
1
5
年
か
ら
3
年
連

続
し
て
バ
ス
で
巡
る
旅
に
な
っ

た
。
朝
日
大
学
を
早
朝
に
出
発

し
、
名
神
高
速
道
路
―
中
央
道

―
長
野
道
を
経
由
し
て
、
一
気

に
松
本
市
に
や
っ
て
き
た
。
目

指
す
の
は
松
本
城
で
あ
る
。
北

ア
ル
プ
ス
を
バ
ッ
ク
に
そ
び
え

立
つ
白
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

の
松
本
城
は
と
て
も
美
し
い
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
善
光
寺
で

あ
る
。
お
参
り
を
し
た
後
、
全

員
で
お
戒
壇
め
ぐ
り
を
体
験
し

た
。
瑠
璃
壇
下
の
真
っ
暗
な
回

廊
を
め
ぐ
っ
て
ご
本
尊
の
真
下

に
か
か
る
錠
前
を
触
っ
て
く
る

こ
と
で
極
楽
浄
土
が
約
束
さ
れ

る
と
さ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
会

員
が
錠
前
に
触
れ
た
よ
う
だ
っ

た
。
一
泊
目
は
長
野
市
か
ら
西

に
約
10 

km
の
山
里
に
あ
る
宿
や

き
も
ち
家
で
あ
る
。
玄
関
を
く

ぐ
る
と
大
き
な
い
ろ
り
の
あ
る

古
民
家
風
の
宿
で
あ
る
。
里
山

の
生
活
を
味
わ
っ
て
の
食
事
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
翌
日
は
戸

隠
神
社
へ
向
か
っ
た
。
参
道
入

【 

連
絡
先 

】

柏か
し 

俣ま
た 

正ま
さ 

典の
り

（
歯
学
部
・
歯
科
薬
理
学
分
野
）

自 

然 

に 

親 

し 

む 

会
同 好 会 だ よ り

ながら会
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麻 
雀 

同 

好 

会
　

な
お
、
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

結
果（
優
勝
・
準
優
勝
・
3
位
）

は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優
　
勝
　

留
学
生
別
科
長  

横
山  

博
信

準
優
勝　

法
学
部  

教
授　

粟
津  

明
博

3
　
位

事
務
局
長　
　

  

高
橋  

偉
茂

　

本
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、
来
年

第
50
回
目
の
記
念
す
べ
き
大
会

と
な
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
皆

様
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
企
画
し
ま
す
の
で
、
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。

第
49
回
朝
日
大
学
な
が
ら
会

ゴ
ル
フ
同
好
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
の
開
催
に
つ
い
て

　

本
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、

2
0
1
7
年
9
月
24
日（
日
）に

「
や
ま
が
た
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
美

山
コ
ー
ス
」
に
お
い
て
第
49
回

ゴ
ル
フ
同
好
会
コ
ン
ペ
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
一
日
中
快
晴
が
続

き
最
高
の
ゴ
ル
フ
日
和
で
し

た
。
宮
田
理
事
長
、大
友
学
長
、

明
海
大
学
か
ら
は
中
山
浩
之
事

務
局
長
、
2
0
1
7
年
4
月
に

開
設
し
た
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学

科
か
ら
は
竹
島
学
科
長
の
ほ
か

6
名
の
先
生
方
の
総
勢
27
名
が

参
加
す
る
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
10
時

10
分
か
ら
宮
田
理
事
長
と
大
友

学
長
の
お
二
人
に
よ
る
始
球
式

後
、
7
パ
ー
テ
ィ
ー
に
分
か

れ
、
皆
熱
心
に
プ
レ
ー
を
し
ま

し
た
。

【 

連
絡
先 

】

都み
や 

尾お 

元も
と 

宣の
ぶ（

会
長
）

（
歯
学
部
・
歯
科
補
綴
学
分
野
）

古こ 

泉い
ず
み

　
尚た

か
し

（
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

事
務
課
）

　

次
年
度
も
2
月
頃
に
総
会
を

開
催
予
定
で
す
の
で
、
麻
雀
に

興
味
に
あ
る
方
は
山
内
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
は
麻
雀
の
歴
史
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
中
国
か
ら

入
っ
た
麻
雀
は
、
昭
和
初
期
に

第
一
次
ブ
ー
ム
が
起
き
ま
し
た

が
戦
争
の
拡
大
や
賭
博
性
か
ら

消
滅
し
ま
し
た
。
戦
後
、
ド
ラ

や
リ
ー
チ
な
ど
の
新
ル
ー
ル
の

導
入
に
よ
り
徐
々
に
麻
雀
が
大

衆
娯
楽
と
し
て
認
知
さ
れ
、
昭

和
40
年
代
か
ら
の
第
二
次
ブ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

麻
雀
人
口
は
減
少
し
て
い
き
ま

し
た
が
、
種
々
の
麻
雀
団
体
が

で
き
職
業
と
し
て
の
プ
ロ
麻
雀

士
が
世
間
に
認
知
さ
れ
た
こ

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
麻
雀
の

普
及
、
男
性
の
ゲ
ー
ム
で
あ
っ

た
麻
雀
へ
の
女
性
の
進
出
、
麻

雀
の
日（
パ
イ
の
日
）も
8
月
1

日
に
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
現
在

で
は
第
三
次
麻
雀
ブ
ー
ム
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
に
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

麻
雀
同
好
会
で
は
毎
年
総
会

を
開
催
し
、
教
職
員
で
麻
雀
の

歴
史
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
そ

の
技
を
競
い
合
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
優
勝
者
は
R
I
の
山

口
良
三
さ
ん
で
昨
年
に
続
い
て

の
優
勝
で
し
た
。
準
優
勝
は
病

院
事
務
課
の
浅
井
徹
義
さ
ん
、

3
位
は
歯
科
放
射
線
学
講
座
の

吉
田
洋
康
先
生
で
し
た
。

【 

連
絡
先 

】

山や
ま 

内う
ち 

六む
つ 

男お

ゴ 

ル 

フ 

同 

好 

会

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
同
好
会

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
同
好
会
は
月

に
二
回
、
午
後
六
時
半
か
ら

A
U
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
女
子
更
衣

室
内
ス
タ
ジ
オ
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま

で
無
理
な
く
参
加
で
き
る
の
が

本
会
の
特
長
で
、
ラ
ジ
オ
体
操

程
度
の
運
動
が
可
能
な
方
で
あ

れ
ば
、誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
音
楽
の
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
全
身
を
動
か

す
有
酸
素
運
動
で
す
。
体
内
に

酸
素
を
取
り
込
み
、
心
肺
を
刺

激
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
が

増
進
さ
れ
ま
す
。
独
学
で
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
の
は
難
し

い
で
す
が
、
時
間
が
無
い
、
体

が
硬
い
な
ど
苦
手
意
識
の
あ
る

方
も
、
同
好
会
の
仲
間
が
い
る

こ
と
に
よ
り
長
く
続
け
ら
れ

ま
す
。

　

楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か

し
、
仲
間
が
で
き
て
健
康
に
な

る
、
大
学
内
の
施
設
で
行
う
こ

と
が
で
き
る
、
な
ど
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
同
好
会
に
は
良
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
何
か
を

始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

は
、
是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。

【 

文
責 

】

安あ
ん 

藤ど
う 

美み 

紀き

（
図
書
館
事
務
課
）

【 

連
絡
先 

】

大お
お 

橋は
し 

た 

み 

え

（
歯
学
部
・

　社
会
口
腔
保
健
学
分
野
）

安あ
ん 

藤ど
う 

美み 

紀き

（
図
書
館
事
務
課
）
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囲 

碁 

将 

棋 

同 

好 

会

芸
術
鑑
賞
同
好
会

ス
ポ
ー
ツ
応
援
同
好
会

中
部
地
区
大
学
教
職
員
囲
碁
大

会
へ
の
参
加
、
冬
に
学
内
大
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
第
34

回
中
部
地
区
大
学
教
職
員
囲
碁

大
会
は
2
0
1
7
年
7
月
2
日

（
日
）に
日
本
棋
院
中
部
総
本
部

に
て
行
わ
れ
、
本
学
か
ら
は
、

山
口
良
三（
口
腔
科
学
共
同
研

究
所
）、河
野
芳
朗
、矢
野
航（
口

腔
解
剖
学
）が
3
名
1
チ
ー
ム

で
参
加
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
全

員
の
勝
率
に
よ
っ
て
大
学
間
で

順
位
を
競
い
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
、
今
年
度
の
大
会
で
朝
日

大
学
チ
ー
ム
は
入
賞
を
逃
し
ま

し
た
。
ま
た
昨
年
度
に
引
き
続

き
日
本
棋
院
中
部
総
本
部
所
属

の
プ
ロ
棋
士
に
来
学
し
て
頂
き

講
義
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
囲
碁
は
シ
ン
プ
ル
な
ル
ー

ル
の
ゲ
ー
ム
で
す
。
初
心
者
か

ら
有
段
者
ま
で
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ

ル
の
方
が
楽
し
ん
で
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
を
持

た
れ
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
ご
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

囲
碁
は
頭
の
ス
ポ
ー
ツ
と
言

わ
れ
ア
ジ
ア
大
会
で
も
正
式
競

技
種
目
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
思
考
力
、
集
中
力
、
記

憶
力
、
忍
耐
力
、
大
局
観
な
ど

囲
碁
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る

必
須
要
素
を
養
う
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
東

京
大
学
や
早
稲
田
大
学
な
ど
で

教
養
科
目
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。、
朝
日
大
学
で

も
な
が
ら
会
の
同
好
会
活
動
と

し
て
囲
碁
将
棋
を
や
っ
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
中
で
囲

碁
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

一
度
本
会
へ
参
加
を
ご
検
討
下

さ
い
。

　

さ
て
、
本
会
で
は
通
常
夏
に

【 

連
絡
先 

】

矢や 

野の 

　
航わ

た
る

（
歯
学
部
・
口
腔
解
剖
学

 

内
線
：
1
5
2
1
）

　

我
々
が
所
属
す
る
芸
術
鑑
賞

同
好
会
は
、
個
人
の
楽
し
み
を

扶
助
す
る
組
織
で
も
あ
り
ま
す

が
、
同
時
に
な
が
ら
会
会
員
同

士
の
交
流
、
親
睦
を
深
め
る
場

で
も
あ
り
ま
す
。
2
0
1
7
年

度
は
新
規
会
員
一
名
を
迎
え
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
は
、
近
隣
の

美
術
展
、
音
楽
会
の
鑑
賞
が
中

心
で
す
。
世
話
人
は
い
つ
も
各

会
員
の
好
み
や
会
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
色
々
な

企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
会
員
か
ら
「
こ
う
い

う
展
覧
会
が
あ
る
」「
こ
れ
に

行
き
た
い
」
と
い
う
積
極
的
な

要
望
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
企
画
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
会
の
運

営
に
関
わ
る
こ
と
は
会
員
自
身

の
満
足
に
つ
な
が
る
良
い
傾
向

で
あ
り
、
今
後
の
活
動
が
ま
す

ま
す
楽
し
み
で
す
。

　

多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る

皆
様
、
時
に
は
日
常
を
離
れ
、

芸
術
の
世
界
に
遊
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
入
会
希
望
は
随
時
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

【 

文
責
・
連
絡
先 

】

安あ
ん 

藤ど
う 

美み 

紀き

（
図
書
館
事
務
課
）

が
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
入
会
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
遠
慮
な
く
ご
一
報
を
く
だ
さ

い
ま
せ
。

　

皆
様
、
平
昌
冬
季
五
輪
で
の

日
本
選
手
の
大
活
躍
は
記
憶
に

新
し
い
事
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
心
に
残
る
場
面
は
、
誰
し
も

が
持
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
の
独
特
の
感
性
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

我
々
の
会
は
本
校
の
体
育
会

の
活
躍
を
中
心
に
応
援
に
出
向

き
、
そ
ん
な
場
面
を
共
有
す
る

こ
と
に
よ
り
、
会
の
主
旨
で
あ

る“
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
す
る
こ

と
に
よ
り
自
己
啓
発
、
ス
ト
レ

ス
発
散
、
精
神
的
健
康
増
進
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
高
め
る
”

の
活
動
を
今
年
度
も
行
い
ま

し
た
。

　

特
筆
す
る
べ
き
は
、
ホ
ッ
ケ
ー

部
の
日
本
一
の
瞬
間
で
、
会
員

は
全
て
の
事
業
所
、
役
職
、
学

部
、
部
署
、
体
育
会
の
垣
根
を

越
え
、
誰
彼
構
わ
ず
に
周
り
と

ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
た
事
で
し
た
。

　

ま
た
、
お
楽
し
み
の
懇
親
会

を
先
日
行
い
、
ご
多
忙
の
中
、

宮
田
理
事
長
、
大
友
学
長
、
瑞

穂
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
石
榑
理

事
長
も
ご
参
加
賜
り
、
新
入
会

員
含
め
多
く
の
女
性
会
員
と
共

に
盛
会
の
内
に
締
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　
　

　

幹
事
は
大
森（
歯
学
部
講
師

toshi@
dent.asahi-u.ac.jp

）

【 

連
絡
先 

】

大お
お 

森も
り 

俊と
し 

和か
ず

（
歯
学
部
・
歯
科
補
綴
学
分
野
）

第34回中部地区大学教職員囲碁大会
における対局風景
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釣
　
り
　
同
　
好
　
会

は
古
く
か
ら
真
鯛
の
こ
の
赤
い

体
色
と「
メ
デ
タ
イ
」と
の
語
呂

合
わ
せ
か
ら
、
め
で
た
い
魚
と

考
え
ら
れ
、
慶
祝
事
や
神
道
の

祭
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
高
級

食
材
と
さ
れ
て
き
た
。
中
で
も

天
然
真
鯛
は
、
身
も
締
ま
り
、

ほ
ど
よ
く
脂
が
の
っ
て
い
て
、

上
品
な
甘
み
と
適
度
な
歯
ご
た

え
が
あ
る
た
め
、
刺
身
、
昆
布

締
め
、
塩
焼
き
、
煮
付
け
、
蒸

し
焼
き
、
干
物
、
混
ぜ
ご
飯
な

ど
様
々
に
調
理
さ
れ
る
。
表
面

が
非
常
に
頑
丈
な
鱗
で
覆
わ
れ

て
お
り
、
ひ
れ
の
ト
ゲ
が
固
く

危
険
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ば

く
の
に
苦
労
を
要
す
る
が
、
私

に
と
っ
て
は
さ
ば
く
の
も
ま
た

楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。
今
回

の
釣
果
は
、
真
鯛
が
全
員
で
80

匹
程
度
。
初
心
者
も
い
る
中
、

大
成
功
で
あ
っ
た
。

　

釣
り
に
少
し
で
も
興
味
が
あ

る
方
、
美
味
し
い
魚
を
食
し
た

い
方
、
2
0
1
8
年
度
の
同
好

会
活
動
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。初
心
者
で
も
構
い
ま
せ
ん
、

ベ
テ
ラ
ン
の
会
員
が
揃
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
指
導
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
で
は
来

年
度
も
大
漁
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。

　

今
年
度
の
釣
り
同
好
会
は
、

11
月
3
日（
文
化
の
日
）に
愛
知

県
知
多
郡
の
師
崎
港
か
ら
出
船

す
る
明
神
丸
を
貸
し
切
り
、
朝

日
大
学
病
院
と
村
上
記
念
病

院
、
事
務
課
、
法
学
部
な
ど
か

ら
の
計
7
名
の
仲
間
で
真
鯛
釣

り
に
出
か
け
た
。

　

真
鯛
釣
り
の
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
は｢

タ
ナ
取
り｣

で
あ
る
。
海

底
の
環
境
や
そ
の
時
の
潮
の
速

さ
や
向
き
な
ど
に
よ
っ
て
、
魚

の
泳
い
で
い
る
層（
タ
ナ
）が
変

わ
る
の
で
あ
る
。
船
長
の
掛
け

声
で
一
斉
に
エ
サ
を
つ
け
て
投

入
、
魚
群
探
知
機
の
示
し
た
数

値
と
船
長
の
経
験
な
ど
か
ら
指

示
さ
れ
た
タ
ナ
に
正
確
に
エ
サ

を
泳
が
せ
た
者
が
よ
り
多
く
の

真
鯛
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
真
鯛（
英
：R

ed 
seabream

）は
、
ス
ズ
キ
目
ス

ズ
キ
亜
目
タ
イ
科
に
分
類
さ
れ

る
魚
類
で
、
全
長
120 

cm
に
達
す

る
比
較
的
大
型
の
魚
だ
が
、
食

用
と
し
て
多
く
流
通
す
る
の
は

30
〜
70 

cm
程
度
で
あ
る
。
体
は

側
扁
し
た
楕
円
形
で
、
顎
が
前

方
に
わ
ず
か
に
突
き
出
て
お

り
、
体
色
は
紫
褐
色
を
帯
び
た

光
沢
の
あ
る
淡
紅
色
で
、
青
い

小
斑
点
が
散
在
す
る
。
日
本
で

【 
連
絡
先 

】

野の
の
が
き

々
垣 

龍り
ゅ
う
ご吾（

代
表
）

（
歯
学
部
・
歯
科
補
綴
学
分
野
）

硬 

式 

テ 

ニ 

ス 

同 

好 

会 

　

2
0
1
7
年
度
は
活
動
形
式

を
変
え
、
1
～
2
ヶ
月
に
一
度

練
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
当
初

は
毎
月
の
予
定
で
し
た
が
、
練

習
会
場
の
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン

タ
ー
の
屋
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

予
約
が
と
り
に
く
く
不
定
期
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
回
18
時
過
ぎ
か
ら
コ
ー
ト

を
１
面
借
り
、
2
時
間
程
度
テ

ニ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

全
く
の
初
心
者
か
ら
コ
ー
チ

レ
ベ
ル
ま
で
参
加
者
の
ス
キ
ル

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
各
々
楽

し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し
て
い

ま
す
。

　

硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会
は
、
経

験
者
・
初
心
者
問
わ
ず
大
歓
迎

で
す
。
練
習
会
に
参
加
ご
希
望

の
か
た
は
、
お
気
軽
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

【 

連
絡
先 

】

金か
な 

山や
ま 

圭け
い 

一い
ち

（
歯
学
部
・
歯
周
病
学
分
野
）
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研
究
留
学
記

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学

モ
ネ
ル
化
学
感
覚
研
究
所

歯
学
部
口
腔
生
理
学
分
野

安
尾 

敏
明

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州

　

私
は
、
２
０
１
６
年
９
月
よ
り
１
年
間
、
米
国

の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ

る
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学（U

niversity of 
P

ennsylvania

）
の
モ
ネ
ル
化
学
感
覚
研
究
所

（M
onell C

hem
ical S

enses C
enter

）へ
研
究
留

学
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
、
東
海
岸
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
ワ
シ
ン
ト
ンD

.C
.

の
間
に
位
置
し
、
人

口
１
５
０
万
人
弱（
全
米
第
５
位
）、
面
積
３
６
７

㎢
の
高
層
ビ
ル
群
に
囲
ま
れ
た
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
を

有
す
る
街
で
、
近
代
さ
と
歴
史
が
共
存
す
る
街
で

す
。
独
立
戦
争
時
に
は
、
こ
の
街
は
合
衆
国
連
邦

の
首
都
で
、
北
米
最
大
の
都
市
で
し
た
。
こ
の
街

で
星
条
旗
が
作
ら
れ
、
独
立
宣
言
の
起
草
や
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
憲
法
の
採
択
が
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
街
は
米
国
の
自
由
の
象
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
は
、
ア
イ
ビ
ー
・
リ
ー
グ

の
1
校
で
、
全
米
で
初
め
て"U

niversity"

と
名

付
け
ら
れ
た
教
育
機
関
で
、
学
部
と
大
学
院
を
兼

ね
備
え
た
全
米
初
の
大
学
で
も
あ
り
ま
し
た
。
合

衆
国
建
国
の
父
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

が
創
設
者
の
一
人
で
、
設
置
は
全
米
４
番
目
で
、

北
米
で
最
初
に
医
学
部
を
、
全
米
で
最
初
に
経
営

学
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
が
渡
米
し

て
す
ぐ
に
、
大
統
領
選
挙
が
開
催
さ
れ
、
ト
ラ
ン

プ
氏
、
オ
バ
マ
大
統
領
や
ヒ
ラ
リ
ー
氏
が
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
を
訪
れ
、
講
演
し
て
い
ま
し
た
が
、

ト
ラ
ン
プ
氏
や
そ
の
長
女
の
イ
ヴ
ァ
ン
カ
氏
も
同

校
出
身
で
す
。
４
つ
の
学
部
と
医
科
、
歯
科
及
び

看
護
を
含
む
12
の
専
門
大
学
院
が
存
在
し
、
大
学

病
院
や
全
米
初
の
独
立
生
物
医
学
研
究
所
で
実
験

動
物
の
ウ
ィ
ス
タ
ー
・
ラ
ッ
ト
の
系
統
を
確
立
さ
せ

た
ウ
ィ
ス
タ
ー
研
究
所
、
小
児
科
病
院
で
全
米
第

１
位
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
小
児
病
院
も
同
一
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
存
在
し
ま
す
。
大
学
全
体
で
多
様
性

に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
留
学
生
も
多
く
、
非
常

に
多
文
化
・
多
国
籍
な
の
が
特
色
で
、
日
本
か
ら

も
歯
科
医
師
の
先
生
が
来
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

モ
ネ
ル
化
学
感
覚
研
究
所
は
、
味
覚
と
嗅
覚
研

究
に
特
化
し
た
世
界
で
も
他
に
類
を
み
な
い
研
究

所
で
、
こ
の
研
究
領
域
の
著
名
な
研
究
者
が
世
界

各
地
か
ら
集
ま
っ
て
き
て
お
り
、
私
の
留
学
中
に

は
ペ
ン
大
生
を
含
む
４
人
の
歯
科
医
師
が
こ
の
研

究
所
に
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
大
学
院
の
頃
か
ら
、
味
覚
の
研
究
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
口
腔
内
で

発
見
さ
れ
た
味
覚
受
容
体
が
、
様
々
な
臓
器
に
発

現
し
、
様
々
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
の
留
学
先
の
研
究

室
で
は
、所
長
で
私
の
メ
ン
タ
ー
のD

r.M
argolskee

を
中
心
と
し
て
、
甘
味
受
容
体
が
腸
管
の
内
分
泌

細
胞
に
発
現
し
、
味
物
質
に
応
答
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
留
学
中
に
も
、
同

じ
ラ
ボ
に
い
た
中
国
の
歯
学
部
大
学
院
生
が
、
歯

周
組
織
に
苦
味
受
容
体
が
発
現
し
、
歯
周
病
に
関

与
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
お
り
ま
し
た
。「
気
道

に
苦
味
受
容
体
が
発
現
し
、
グ
ラ
ム
陰
性
菌
を
セ

ン
ス
す
る
こ
と
」も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

私
が
直
接
実
験
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
メ
ン

タ
ー
のD

r. P
eihua

ら
は
、
味
蕾
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド

培
養
と
い
う
技
術
を
確
立
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
法
は
、
幹
細
胞
か
ら
三
次
元
的
に

組
織
を
誘
導
し
繰
り
返
し
培
養
す
る
こ
と
が
可
能

な
方
法
で
、
味
覚
器
の
再
生
、
受
容
情
報
伝
達
、

分
化
増
殖
等
の
解
明
と
味
覚
異
常
に
対
す
る
薬
剤

の
開
発
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ
、
こ
の
技
術
を
用

い
た
研
究
が
世
界
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
は

こ
れ
ま
で
に
、
味
覚
障
害
の
一
つ
の
原
因
と
し
て

微
量
栄
養
素
の
欠
乏
が
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
の

で
、
私
は
こ
の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て

留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
「
栄
養

素
摂
取
状
態
が
口
腔
を
含
む
消
化
管
に
お
け
る
味

覚
受
容
分
子
の
発
現
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
４
つ
の
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

連
休
に
は
、姉
妹
校
で
あ
る
ア
ラ
バ
マ
大
学（
Ｕ

Ａ
Ｂ
）に
も
遊
び
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
の
み
ん
な
と
訪
れ
た
地
に
再
び
行
け
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、D

r.F
iller

や
ご
家
族
の
皆
様

と
お
会
い
で
き
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
学
生

の
頃
、
海
外
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

き
、
語
学
は
大
事
だ
な
と
痛
感
し
た
私
で
す
が
、

そ
の
後
も
語
学
を
勉
強
し
て
い
て
、
本
当
に
良

か
っ
た
な
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

１
年
間
研
究
に
没
頭
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
陰

で
、
色
々
な
実
験
技
術
を
習
得
で
き
、
新
し
い
研

究
領
域
に
一
歩
踏
み
出
せ
、
今
後
も
共
同
研
究
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

朝
日
大
学
で
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
投
稿
準
備

を
し
て
い
た
英
語
論
文
を
、
そ
の
分
野
で
有
名
な

同
研
究
所
に
お
ら
れ
る
先
生
に
執
筆
の
ご
指
導
を

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
本
当
に
留
学
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ

の
貴
重
な
体
験
を
、
今
後
は
こ
の
朝
日
大
学
で
還

元
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
理
事
長
宮
田
先
生
、学
長
大
友
先
生
、

歯
学
部
長
磯
崎
先
生
及
び
江
尻
先
生
、
Ｕ
Ａ
Ｂ
の

D
r.F

iller

、
私
の
留
学
中
に
講
義
や
実
習
を
快

く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
教
授
硲
先
生
、
准
教

授
諏
訪
部
先
生
、講
師
川
村
先
生
及
び
山
村
先
生
、

補
助
員
の
米
田
様
、
社
会
歯
科
医
療
研
究
会
の
顧

問
の
仕
事
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
本
多
先

生
、
教
授
住
友
先
生
、
教
授
河
野
先
生
を
始
め
と

す
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方
、
秘
書

課
の
田
様
、
総
務
課
及
び
学
事
一
課
の
皆
様
、
動

物
舎
の
佐
藤
先
生
方
、
色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
教
授
永
山
先
生
と
講
師
猪
俣
先

生
、
そ
し
て
色
々
と
個
人
的
に
励
ま
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

姉妹校UABのDr. Fillerとテネシー川をバックに。

医学部で開かれるペンシルバニア日本人会では、
多くの先生方と知り合いになることができ、味覚に
ついての講演を2時間させていただきました。

研究所のメンバーとハッピーアワーを堪能。

研究所の控室メンバーと。
多国籍です。

毎週開かれるDr. Margolskeeラボの報告会。

お世話になったDr. Peihuaラボのメンバーと
研究所前で。
金の像は味覚（口）と嗅覚（鼻）を表しています。

日本人の歯科医師の先生と秋の収穫祭にて。

ペンシルバニア大学カレッジ・ホール。
前にはベンジャミン・フランクリン像があります。

アメリカの自由の象徴
「インディペンデンスホール」にて。

大学側から見たフィラデルフィアの
ダウンタウンの風景。
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朝
日
大
学
職
員
協
議
会

「
な
が
ら
会
」規
約

（4）
支
部
幹
事
会
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
前
条
第
3
項
乃
至
第

5
項
を
準
用
す
る
。

（5）
支
部
長
は
、
当
該
事
業
所
に

つ
い
て
第
4
条
第
1
項
第
3

号
の
任
務
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

【
役
員
の
任
期
】

●
第
12
条

　

幹
事
及
び
監
査
委
員
の
任
期

は
2
年
と
し
、
4
月
1
日
か

ら
翌
々
年
3
月
末
日
ま
で
と

す
る
。
任
期
満
了
直
近
の
総

会
に
お
い
て
改
選
す
る
。
幹

事
及
び
監
査
委
員
は
、
新
た

に
幹
事
及
び
監
査
委
員
が
選

任
さ
れ
る
ま
で
の
間
そ
の
職

務
を
継
続
す
る
権
利
を
有

し
、
義
務
を
負
う
。

2
幹
事
及
び
監
査
委
員
は
、
再

任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
幹
事
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き

は
、
第
7
条
に
よ
り
幹
事
の

選
任
を
行
う
。
た
だ
し
、
欠

員
が
当
該
事
業
所
の
幹
事
数

の
3
分
の
1
以
内
の
と
き
は

欠
員
補
充
を
行
わ
な
い
こ
と

が
で
き
る
。
補
欠
の
幹
事
の

任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期

間
と
す
る
。

4
監
査
委
員
に
2
人
以
上
欠
員

が
生
じ
た
と
き
は
、
第
8
条

に
よ
り
監
査
委
員
の
選
任
を

行
う
。

【
総
　
会
】

●
第
13
条

　
総
会
は
、
こ
の
会
則
で
定
め

る
事
項
を
決
議
す
る
。

【
総
会
の
組
織
等
】

●
第
14
条
　

　

総
会
は
、
会
員
に
よ
り
こ
れ

を
組
織
す
る
。

2
総
会
は
、
代
表
幹
事
が
招
集

し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

3
総
会
は
、
会
員
の
4
分
の
1

以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
会

議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
委
任
状
を
提

出
し
た
者
は
出
席
し
た
も
の

と
み
な
す
。

4
会
員
は
、
代
理
人
に
議
決
権

の
行
使
を
委
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
会
員
以

外
の
者
は
代
理
人
と
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

5
総
会
の
議
事
は
、
特
別
の
定

め
の
な
い
限
り
、
出
席
し
た

会
員
の
過
半
数
で
決
す
る
。

【
定
期
総
会
等
】

●
第
15
条
　

　

総
会
は
、
定
期
総
会
を
毎
年

12
月
に
開
催
し
、
臨
時
総
会

は
、
幹
事
会
が
必
要
と
認
め

た
と
き
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
会
員
総
数
の
5

分
の
1
以
上
の
会
員
か
ら
要

求
が
あ
っ
た
場
合
、
代
表
幹

事
は
30
日
以
内
に
総
会
を
招

集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
総
会
の
審
議
事
項
】

●
第
16
条
　

　

次
の
事
項
は
、
総
会
に
付
議

し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（1）
事
業
計
画
及
び
予
算

（2）
事
業
報
告
及
び
決
算

（3）
会
員
の
除
名

（4）
会
則
の
改
廃

（5）
そ
の
他
本
会
に
関
す
る
重
要

事
項

【
役
員
の
解
任
】

●
第
17
条
　

　
総
会
は
、
役
員
に
著
し
い
非

行
そ
の
他
役
員
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
出
席
し
た
会
員

の
3
分
の
2
以
上
の
議
決
に

よ
り
、
当
該
役
員
を
解
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

【
本
学
と
の
協
議
・
決
定
事
項
】

●
第
18
条
　

　

会
員
か
ら
の
意
見
、
要
望
等

の
表
明
、
伝
達
又
は
協
議
が

必
要
な
場
合
、代
表
幹
事
は
、

本
会
を
代
表
し
て
本
学
に
そ

の
意
見
、
要
望
を
伝
達
し
、

ま
た
、
本
学
と
協
議
し
、
代

表
者
間
で
署
名
又
は
記
名
押

印
し
、
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

2
前
項
の
協
定
書
に
定
め
る
事

項
は
、
原
則
と
し
て
会
員
に

対
し
て
効
力
を
有
し
、ま
た
、

本
会
は
こ
の
協
定
書
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、
本
学

に
対
し
て
権
利
を
有
し
、
義

務
を
負
う
。

3
協
定
書
等
に
よ
り
会
員
に
対

し
効
力
の
及
ぶ
事
項
及
び
会

員
に
周
知
す
る
必
要
の
あ
る

事
項
に
つ
い
て
は
掲
示
、
回

覧
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
周

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
本
学
に
対
し
会
員
か

ら
の
意
見
、要
望
等
を
表
示
、

伝
達
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
相
当
と
認
め
る
方
法
で

会
員
か
ら
意
見
、
要
望
等
を

聴
取
す
る
も
の
と
す
る
。

【
会
員
資
格
の
喪
失
】

●
第
19
条
　

　

会
員
は
、
次
の
各
号
に
該
当

し
た
と
き
は
会
員
資
格
を
失

う
。

（1）
本
学
と
の
雇
用
契
約
が
終
了

し
た
と
き

（2）
退
会
届
を
提
出
し
、
受
理
さ

れ
た
と
き

（3）
総
会
に
よ
り
除
名
さ
れ
た
と

き
（4）
第
3
条
第
1
項
に
定
め
る
資

格
要
件
を
失
っ
た
と
き

【
除
　
名
】

●
第
20
条

　

会
員
に
次
の
事
項
に
該
当
す

る
事
由
が
あ
る
と
き
、
総
会

は
当
該
会
員
を
除
名
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（1）
会
費
の
支
払
い
を
3
ケ
月
以

上
怠
っ
た
と
き

（2）
そ
の
他
本
会
の
会
員
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ

っ
た
と
き

【
会
　
計
】

●
第
21
条
　

　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年

4
月
1
日
か
ら
3
月
末
日
ま

で
と
す
る
。

【
会
　
費
】

●
第
22
条
　

　

会
費
は
、
月
額
100
円
と
し
、

毎
月
所
定
の
期
日
ま
で
に
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
助
　
成
】

●
第
23
条

　

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
、
諸
行
事
を

【
名
　
称
】

●
第
1
条
　

　
本
会
は
、朝
日
大
学
職
員
協

議
会「
な
が
ら
会
」と
称
す
る
。

【
目
　
的
】

●
第
2
条
　

　
本
会
は
、
学
校
法
人
朝
日
大

学（
以
下「
本
学
」と
い
う
。）

と
そ
の
職
員
が
、
建
学
の
精

神
に
則
り
、
相
互
に
相
手
方

の
立
場
を
尊
重
し
、
か
つ
、

理
解
と
信
頼
を
深
め
、
本
学

の
発
展
の
た
め
必
要
な
協
力

を
す
る
こ
と
並
び
に
会
員
相

互
の
親
睦
と
会
員
の
福
利
厚

生
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に

会
員
か
ら
本
学
へ
要
望
等
が

あ
る
場
合
、
本
会
が
定
め
た

代
表
者
を
通
じ
て
こ
れ
を
伝

達
し
、
協
議
の
場
を
持
つ
こ

と
等
を
目
的
と
す
る
。

【
会
員
資
格
】

●
第
3
条
　

　
本
会
は
、
本
学
に
勤
務
す
る

者
で
1
年
を
超
え
る
期
間
、

常
時
雇
用
さ
れ
る
者
を
も
っ

て
組
織
す
る
。
た
だ
し
、
本

学
特
別
契
約
職
員
規
程
に
基

づ
き
採
用
さ
れ
た
職
員
、
本

学
嘱
託
職
員
規
程
及
び
本
学

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
規
程
に
基

づ
き
採
用
さ
れ
て
い
る
職
員

で
週
4
日
以
上
勤
務
す
る
者

は
会
員
資
格
を
有
す
る
も
の

と
す
る
。

2
本
学
の
役
員
及
び
参
与
は
、

会
員
資
格
を
有
し
な
い
も
の

と
す
る
。

3
本
会
の
会
員
資
格
を
有
す
る

者
は
、
入
会
届
を
第
10
条
に

定
め
る
幹
事
会
に
提
出
し
、

本
会
の
会
員
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
事
　
業
】

●
第
4
条
　

　
本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
次
の
事
業
等
を
行

う
。

（1）
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

行
事
の
企
画
及
び
実
行
に
関

す
る
こ
と

（2）
会
員
の
勤
務
条
件
及
び
福
利

厚
生
等
に
関
し
て
本
学
に
対

し
意
見
、
要
望
を
表
明
、
伝

達
し
、
ま
た
、
本
学
と
協
議
・

協
定
す
る
こ
と

（3）
労
働
基
準
法
そ
の
他
法
令
に

定
め
る
従
業
員
の「
過
半
数

代
表
者
」と
し
て
の
任
務
を

行
う
こ
と

（4）
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成

に
必
要
な
こ
と

2
前
条
の
定
め
に
か
か
わ
ら

ず
、
前
項
第
1
号
に
定
め
る

行
事
に
つ
い
て
は
、
幹
事
会

の
決
定
に
よ
り
会
員
以
外
の

者
の
参
加
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
本
部
及
び
支
部
】

●
第
5
条
　

　
本
会
は
、
事
務
所（
本
部
）を

朝
日
大
学
内
に
置
く
。

2
本
会
は
、
穂
積
事
業
所
、
医

科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業

所
及
び
朝
日
大
学
病
院
事
業

所
に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
を
置
く
。

【
役
　
員
】

●
第
6
条
　

　
本
会
に
、次
の
役
員
を
置
く
。

（1）
幹
事	

14
名
以
上
19
名
以
内

（2）
監
査
委
員	

3
名
以
内

2
幹
事
の
う
ち
1
名
を
代
表
幹

事
と
し
、
幹
事
総
数
の
過
半

数
の
議
決
に
よ
り
選
任
す

る
。
た
だ
し
、
代
表
幹
事
の

職
を
解
任
す
る
と
き
は
、
幹

事
総
数
の
3
分
の
2
以
上
の

議
決
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

3
代
表
幹
事
の
職
務
を
助
け
る

た
め
、
副
代
表
幹
事
1
名
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。
副
代

表
幹
事
の
選
任
、
解
任
に
つ

い
て
は
前
項
を
準
用
す
る
。

【
幹
事
の
選
任
】

●
第
7
条
　

　
幹
事
は
、
次
の
各
号
に
定
め

る
各
事
業
所
の
各
部
門
ご
と

に
定
め
た
数
と
し
、
各
部
門

か
ら
相
当
な
方
法
で
あ
ら
か

じ
め
推
薦
さ
れ
た
者
の
う
ち

か
ら
総
会
に
お
い
て
選
任
す

る
。
た
だ
し
、
労
働
基
準
法

第
41
条
第
2
号
に
定
め
る
者

は
幹
事
と
な
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

　
穂
積
事
業
所

（1）
法
学
部	

1
名

（2）
経
営
学
部	

1
名

（3）
歯
学
部（
朝
日
大
学
病
院
に

併
任
さ
れ
て
い
る
医
系
教
育

職
員
者
を
除
く
）	

2
名

（4）
事
務
局
各
室
・
部（
朝
日
大

学
病
院
事
務
部
を
除
く
）事

務
職
等	

4
名

（5）
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校	

1
名

（6）
留
学
生
別
科	

1
名

（7）
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー	

1
名

　
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業
所

（1）
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
医

療
職	

2
名

（2）
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事

務
職
等	

1
名

　
朝
日
大
学
病
院
事
業
所

（1）
朝
日
大
学
病
院
に
併
任
さ
れ

て
い
る
歯
学
部
医
系
教
育
職

員	

1
名

（2）
朝
日
大
学
病
院
医
療
職	

2
名

（3）
朝
日
大
学
病
院
事
務
職
等	

2
名

【
監
査
委
員
の
選
任
】

●
第
8
条
　

　
監
査
委
員
は
、
本
会
の
会
員

で
、
幹
事
会
に
お
い
て
推
薦

さ
れ
た
者
の
う
ち
か
ら
総
会

に
お
い
て
選
任
す
る
。

【
代
表
幹
事
等
の
任
務
】

●
第
9
条
　

　
代
表
幹
事
等
の
任
務
は
次
の

と
お
り
と
す
る
。

（1）
代
表
幹
事
は
、
本
会
を
代
表

し
、
会
務
を
統
括
す
る
と
と

も
に
、
各
事
業
所
に
つ
い
て

第
4
条
第
1
項
第
3
号
の
任

務
を
行
う
。

（2）
副
代
表
幹
事
は
、
代
表
幹
事

を
補
佐
し
、
代
表
幹
事
に
事

故
あ
る
と
き
は
そ
の
任
務
を

代
行
す
る
。

（3）
本
会
に
、
庶
務
、
会
計
を
担

当
す
る
た
め
、
幹
事
会
の
選

任
に
よ
り
庶
務
幹
事
、
会
計

幹
事
を
各
2
名
置
く
も
の
と

す
る
。

（4）
監
査
委
員
は
、
本
会
の
業
務

監
査
及
び
会
計
監
査
を
行
う
。

【
幹
事
会
】

●
第
10
条
　

　
本
会
に
、
幹
事
を
も
っ
て
組

織
す
る
幹
事
会
を
置
く
。

2
幹
事
会
は
、
次
の
事
項
を
審

議
す
る
。

（1）
総
会
に
提
案
す
る
事
項

（2）
総
会
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の

執
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

（3）
会
員
資
格
の
審
査

（4）
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
必
要
な
事
項

3
幹
事
会
は
、
代
表
幹
事
が
招

集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

4
幹
事
会
は
、
過
半
数
の
幹
事

が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議
を

開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

5
幹
事
会
の
議
決
は
、
出
席
幹

事
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

【
支
部
幹
事
会
】

●
第
11
条

　
幹
事
会
の
も
と
に
、
各
事
業

所
毎
に
支
部
幹
事
会
を
置

く
。

（1）
支
部
幹
事
会
は
、
各
事
業
所

に
お
け
る
第
7
条
各
号
に
定

め
る
各
部
門
か
ら
選
任
さ
れ

た
幹
事
に
よ
り
構
成
す
る
。

（2）
幹
事
会
は
、
各
事
業
所
の
み

に
関
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事

項
に
つ
い
て
は
、
支
部
幹
事

会
に
議
決
を
委
ね
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
支
部
幹

事
会
に
お
け
る
議
決
結
果
に

つ
い
て
、
支
部
長
は
速
や
か

に
幹
事
会
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（3）
支
部
長
は
、
各
支
部
の
幹
事

の
う
ち
か
ら
幹
事
会
で
選
任

す
る
。

実
施
し
、
幹
事
会
の
認
め
た

同
好
会
活
動
を
支
援
す
る
。

2
前
項
の
諸
行
事
及
び
同
好
会

活
動
そ
の
他
本
会
の
運
営
に

関
し
、
本
会
は
本
学
か
ら
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。

【
雑
　
則
】

●
第
24
条

　

こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
別
に

定
め
る
。

ながら会　幹事
近 藤 信 夫（歯学部）

下 條 芳 明（法学部）

北 端 恵 子（保健医療学部）

田 村 真 依（歯科衛生士専門学校）

今 泉 佳 宣（教育職）

水 谷　 智（医療職）

有 川 信 穂（医療職）

青 木 要 介（事務局）

古田香名子（事務局）

和 田 一 徳（事務局）

新 井 祐 子（経営学部）

柏 俣 正 典（歯学部）

藤田裕一郎（留学生別科）

山下廉太郎（教職課程センター）

山 北 博 子（医科歯科医療センター）

片 岡 彩 伽（医療職）

井 戸 幸 子（医療職）

佐藤あや子（事務職）

高 木 広 美（事務局）
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